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《3/26（土） 7:00～10:55 第2スタジオから生放送》

放送当日の朝は、悲しみを優しく洗い流してくれるような温かい雨でした。
ラジオパーソナリティと放送作家の二刀流で時代を駆け抜けた一文字弥太郎さんの足跡を辿る特別番組「ラジオ
パーソナリティ 一文字弥太郎の言ノ葉シンフォニー」。コンダクターは4月から週末ナチュラリストのメイン
パーソナリティを務める岡佳奈さんで、一文字さんのヒストリーを振り返る第1楽章で幕を開けました。2楽章
は「びしびしばしばしらんらんラジオ」の放送音源を聴きながら、当時のディレクターやリスナーの証言で一文
字さんが中高生の内面にどう寄り添ったのかを考えました。3楽章では阪神淡路大震災で亡くなったびしばしリ
スナー加藤貴光さんの母 加藤りつこさんが一文字さんとの心温まる交流を披露。岡さんと一緒にその優しい人
柄を偲びました。最終章はインストゥルメンタルのデュオ「Viento」による荘厳な演奏でフィナーレを迎え、
一文字さんや縁の人たちの言ノ葉が広島中を舞った4時間となりました。

「週末ナチュラリスト特別番組
ラジオパーソナリティ 一文字弥太郎の言ノ葉シンフォニー」

ラジオヒーロー 一文字弥太郎は永遠に

■「びしびしばしばしらんらんラジオ」を振り返る
当時のディレクター金尾雅彦さん

■一文字さんとの思い出を噛みしめるように語る岡佳奈さん

■加藤りつこさんは、私達が知らない一文字さんのことを
笑顔と涙で話してくれました。

■大自然を感じさせる「Viento」の音楽と
一文字さんの言葉が時間を超えて協奏しました。
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